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館長館話実施 報 告 抄

新野直吉＊

はじめに

1．烏潟家の学者達

はじめに

平成9年度の初めての試みとして、「館長

館話」を行った。「秋田の先人」と「真澄か

らの連想」である。いうまでもなく秋田県立

博物館に平成8年に新たに置かれた「先覚記

念室」と「菅江真澄資料センター」の存在に

因む館の活動の一部として実施したものであ

るが、初年度は、5月16日（金）武士学者根

本通明の秋田観・5月30日（金）狩野亨吉の

孤高・6月13日（金）東洋史家内藤湖南と日

本史・6月30日（月）後藤宙外と払田柵・7

月11日（金）烏潟家の学者達．7月25日（金）

町田忠治の時代と謎。8月8日真澄は国学者？

－内山真龍のことども－．8月22日（金）大

槻家から詣りし配志和神社一奥羽の式内社一・

9月12日（金）えぞのやかた絵一三内丸山か

ら蝦夷錦まで－．9月26日（金）小野のふる

さと幻想一古代の国郡制一・10月10日（金）

秋田の文化人達との交わり－本居学派と平田

学．10月24日（金）河北を見定める－湖東北

域の‘情景一。という12回であった。

本報告では、その半ば段階で対応した2回

分の内容について一応の整理を加えて報告す

ることにしたい。

烏潟家の学者達

現在の大館市花岡の烏潟家からすぐれた学

者達が輩出した。鳥潟氏は山本郡烏形村の出

である。戦国期には出羽国桧山郡烏形村は66
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2．町田忠治の時代と謎

石であった。現在は能代市烏形であるが、そ

の地で安東実季の臣であった市之介が祖であ

り、花岡に移り近世を通じ肝煎家であった。

慶長年間(1596～1615)に建てられたと伝

えられる7,000坪の屋敷を持つ京風の邸宅は、

昭和26年（1951）花岡町に寄附され、現在は

大館市の管理する「鳥潟会館」となっている。

家業は醸造業であったが、15代は市郎右衛門

で、弟の市太郎は幕末に蝦夷（北海道）に住

み事業をしていた。16代精一は弘化4年（18

47）に生まれ戊辰ノ役に出陣したが、維新後

大学南校に学び医師となり、函館・福山など

で医業に従い、松前藩士の娘山下静子と結婚

した。明治28年（1895）以後花岡・釈迦内で

開業したという。

精一の弟恒吉は藩貢進生として大学南校に

入り、医師として大分で活躍した。下の弟は

平治で花岡で醸造業を営んだ。このような一

族の基盤の上に著名な医学者烏潟隆三が先ず

世に出る。明治11年（1878）8月21日精一の

子として函館で生まれた（花岡で生まれたと

書いたものもある）。幼名隆一で6歳まで花

岡で育つが、のち大分の病院長叔父恒吉の許

で成長する。同29年（1896）19歳大分県立大

分中学校を卒業。同33年（1900）23歳で第一

高等学校を卒業するに当たり、大館生まれの

狩野亨吉校長の勧めで新設の京都帝国大学医

科大学に入った。2期生であるが同郷の校長

はやがて京都帝大文科大学長になる。縁の深
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いことである。外科を専攻するが、詩人でも

ある彼は、在学中に募集された「処世の歌」

に応募し2600篇余の中で第二等に当選し、明

治36年（1903）1月1日の「万朝報」に発表

された。『大館市史」でその詩を読み詩才に

驚いた。

明治37年（1904）27歳医科大学を,恩賜の銀

時計で卒業する。同39年（1906）29歳で外科

の助教授となる。同43年33歳で医学博士とな

り、翌々同45年(1912)35歳でスイスのベル

ン大学に留学する。在留中の免疫学研究で特

に成果を挙げたのは「煮沸免疫」の研究であっ

た。大正6年(1917)40歳で帰朝することに

なった。

帰国後は、留学中籍のあった大阪医科大学

を去って、「住友」の援助による5万円の基

金と、同じく10万円の借財（昭和12年＝1937

＝に皆済したという）により、烏潟免疫研究

所と附属病院を開設した。烏潟氏一族の特質

でもあるが、このように京都・大阪で著名な

学者活動をしていながらも決して「ふるさと』

を忘れることはなかった。大正7年（1918）

に花岡の信正寺の焼失に当たっては1万数千

円の寄進をし、「秋田風土記』（文化12年．

1815）にも「宗福寺末、本白沢村男女神嶺別

当其麓に有り。時にモフコと云魔風行はる。

民是を苦しむ。此時真言宗にて森昌寺といへ

り。加持を以て魔風を退く。後此村に移りて

浅利左衛門定頼が菩提処となる。浅利亡びて

川田治郎信昌が名乗を寺号に改め禅宗となる」

（新秋田叢書十五による）とあるこの地の名

I-IJを復興している。

大正11年(1922)45歳京都帝国大学医学部

教授に任ぜられる。医科･大学は同8年4月か

ら医学部に改められていた。他の学部も同じ

である。既に文学部教授だった内藤湖南とも

親交を持ったという。狩野・内藤・烏潟など
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京都帝|玉I大学における県北出身学者の活躍は

注'1に値する。昭和2年(1927)には50歳で

日本外科学会長に選ばれた。同13年（1938）

にも再び会長の任に就く。烏潟免疫研究所と

病院の方は後年子息高城が継承したが、隆三

自身は第2次大戦の進展の中で昭和18年（19

43）春に花岡に疎開した。秋田での生活は同

22年（1947）9月まで続いた由であるが、健

康上のこともあって関西に戻ったのであると

いう(H9.7.11の館話の際に御訪ね下さっ

たお孫さんの中田女史から承った）。

隆三博士は昭和27年（1952）2月19Bに75

歳で逝去されたから、烏潟会館の寄附の翌年

ということになる。明治33年に京大の外科を

開いたのは、鳥取出身でベルン大学でコッヘ

ル教授に学んだ伊藤隼三教授であったから、

当然隆三は門下生でその教室を引き継いだこ

とになる。鳥取県立中央病院の玄関に立つ手

術衣姿の伊藤隼三像は、昭和4年の逝去の後

に鳥潟教授と門下生達によって伊藤病院に建

てられたものであった。

附説をしたい。隆三博士を京都の大学に導

いた狩野亨吉博士は、「出羽路」第120号に

収録の「近代秋田の生んだ三碩学とその周辺

1)」にも記されているごとく、2年前に安藤

昌益の『自然真営道」を発見していたのであっ

た。そして昌益のことは第2次大戦後カナダ

人学者E・H・ノーマンの「忘れられた思想

家」など多くの研究書によって広く世に知ら

れるようになったが、明治時代狩野博士は間

接的な形でさえそれを発表するまで10年の月

日をかけた。おそらく危険思想の持主である

と考えたからに違いない。

第2次大戦後の自由の日本にとっては、も

はや学問研究上問題も心配もなかった。それ

が却って、たとえば「マルクスより100年早

い共産思想」とか「社会主義」とかと位置づ



けられるようなことにさえなった。もちろん

教科書などは「18世紀半ばすべての人がt-等

に耕す自然世を理想とし、身分制の社会を否

定」というような表現を取っていたが、極端

に位置づける傾向も一方にはあった。

ところで既に「昌益の思想の特徴」を、80

年代初に「身分的階級的差別を批判しながら

も、家父長制家族と天皇制（天照大神崇拝を

含む）を重んずる傾向が強く」「その尊王論

的傾向は、幕府政治を否定するものとして弾

圧された宝暦・明和事件の竹内式部やIll県大

弐とも共通している」と指摘して、『安藤昌

益の思想的風土・大館二井Ill民俗誌』（そし

えて）など現地立脚の研究を世に問い統けて

いる思想史学者三宅正彦愛知教育大学教授は、

平成9年10月19日岩手大学における「II本思

想史学会大会」のシンポジウムにおいても注

目すべき論を展開した。

このシンポジウムは「古代における『東北」

像一その虚像と実像一」新野直吉、「「みち

のく』像の設立と展開」佐々木馨、「安藤昌

益における『東北」」三宅正彦という、,',代・

中世・近世の専攻者のパネラーによる「東北

像」についてのシンポジウムであり、その席

上における発言であった。なお佐々木氏は秋

田県雄物川町出身で、日蓮を中心にした中世

仏教思想の研究者である北海道教育大学教授

である。三宅氏は、研究史を無視し先行学説

の著作権を侵すような懸念が思想史研究にお

いても存在しかねない点に、強く警告を発し

たのち、「思想は多く言語によって表現され

ることを無視するな」と論じ、「昌益の漢文

とその訓|読には東北方言、殊に秋田比内方言

の特徴が色濃く表れ、昌益の思想を規定して

いる」ことを指摘し、上に言及したことに関

し

昌益著『自然真営道」の「私法神書巻」
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について言えばその神道的日本史的な部分

は円智院ロ性著『倭漢皇統編年合運図」に

もとづいている。これは、若尾政希によっ
ママ

て発見され、鵜野祥江によって全貌が開明

された。また、その仏教部分は義山良昭著

『諸宗仏像図蕊」にもとついている。これ

は三宅によって発見され岩田保子によって

全貌が究明された。

と述べた。10年前の昌益論（しかも流布説と

もいうべき一般化を見せた）を正して止まな

いものがある。三宅氏は一時期迎えられた昌

益論は文化大革命に関連する傾向の存するこ

とも指摘した。

狩野博士の発見した『自然真営道」に関わ

る重要な学説なので、狩野博士によって京大

と結ばれた烏潟隆三博士に関する館話に関連

させてここに附説した。

隆三の従弟である右一も伯父恒吉の許で成

長した。明治16年(1883)に烏潟平治の長男

として花岡に誕生した彼は、幼名は宇一で、

同地の簡易小学校1年を了えたばかりで大分

の伯父院長の処に向かうのである。兄の子も

弟の子も均しく迎え入れた恒吉夫妻は偉大で

あるが、幼児といってよい子供を遠くに手離

した|隆三の父精一も右一の父平治も豪胆であ

る。もちろん一族の親身と兄弟の信頼という

ものが揺るぎないから託す方にも託される方

にも迷いがなかったのであろう。そしてこの

結果的に遊学になる出で発ちが2人になかっ

たならば、鳥潟学者一族は形成されなかった

ことにも注目しなければならない。そして一

族の好学は称えられなければならないが、｜可

時に秋田にそのままいては秀才の素質を持っ

た若人も秀才たり得なかったということであ

れば、秋田人として拍手の後に沈思しなけれ

ばならないことでもある。

当時小学校は4年制であったが、秋田など
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では4年間は長すぎる実情で簡易小学校も広

く行われていた。3年間の実学本位の小学校

であった。右一は大分の小学校を了えて大分

中学校に進んだ。しかし間もなく同盟休校の

解決の見込みがつかなく、従兄弟たちと上京

した。彼は開成中学校に転校した。

この時恒吉夫人サエが附添って隆三・右一

の他に、長男豊ともう1人の一族碩の4人を

伴った。秋田魁新報の昭和54年8月30日（木）

文化欄に烏潟博高名古屋大学名誉教授の寄稿

した「烏潟サエの生涯」という文章がある。

「一族子弟の教育に専心した女傑」というサ

ブタイトルがついている。報道当時この記事

はスクラップしたが館話の際は所在を失して

いて参照できなかったが、7月11日の館話で

は、前半の先覚についての期間精勤の参加者

で屡々助言のあった県立農業短大の原津辰常

教授から切抜のコピーを提供されたので、そ

の一部を引用する。

恒吉は兄精一の子隆三、弟平治の子右一

を別府の自宅に呼び寄せ、長男豊、異母兄

弟の碩とともに大分中学に入学させて勉強

させた。この世話は一切サエ女史が面倒を

見、のち東京本郷に家を求め、サエ女史が

この四人の子らを引き連れて上京し、さら

に恒吉の妹の子中島京四郎をも呼び寄せて

勉強させ、それぞれ独逸協会中学、開成中

学等に転入させ、その後第一高等学校に四

名を進学させた。

その後、隆三は京都大学医学部、碩は九

州大学医学部、豊は東京大学医学部、右一

は東京大学工学部、中島京四郎は東京専門

学校に入学させた。後年、隆三は京都大学

教授医学部長となり、大阪天王寺に烏潟病

院を創設した。碩は朝見病院を継ぎ、豊は

烏潟保養院を経営し、右一は逓信省電気試

験所長となり、T・Y・K式無線電話その
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他の発明でわが国の今日の無線通信技術の

基礎を作った。また中島京四郎は経済に長

じ、沢口村で大地主、しかも大自営農場を

経営した。

これらはみな少年、青年時代のサエ女史

の厳しい教育によるものであり、後年成人

してからもみなサエ叔母には頭が上がらな

かったとのことである。

とあり、且つこの文章は書き出し部で「今日

市郎右衛門の子孫に十名以上の医師を輩出し、

また博士学位を持つ者、医学、工学、農学、

理学など六名以上に及んで学者家系として有

名である」と述べているが、館話にこの学者

達を取り上げたのも正しくそこに理由がある。

第一高等学校から東京帝大に進み工科大学

電気工学科を首席で卒業したのは、明治39年

（1906）7月で、24歳であった右一は、電気

試験所の技師になる。翌々年タンタラム検波

器発明、同42年（1909）27歳で鉱石検波器を

発明し、海外留学に赴いた。｜司44年に帰朝す

ると翌45年（1912）30歳で先の引用文にも出

ていたTYK式無線電話を発明する。これは

発明者の烏潟・横山（英太郎）・北村（政治

郎）から頭文字をとった名称である。北村は

後年NHKに出て技術部長になる。右一自身

は翌々年（1914）無線電信話部長になる。

大正4年（1915）33歳で秋田県出身では2

人目という工学博士となる。すでに前年勲四

等の栄典に浴していたが、翌5年学士院会員

になる。未だ数え年で34歳での栄誉であった。

同9年（1920）38歳の若さで第3代の電気試

験所長に就任した。しかしこの行政能力もあ

るすぐれた科学者も、当時の状況では結核に

勝つことはできなかった。大正12年(1923)

6月数え年41歳の若さで世を去った。そうい

えば博高氏の文化欄の文章には、

さらにサエ女史の長男豊はドイツ留学中



に結核を病み、スイスで静養し、有名なダ

ポスの自然療法を体験し、帰国後これをも

とにして烏潟保養院を経営したが、自分が

病んでいたために、恒吉死後は病院経営の

実|際面はサエ女史が会計や事務のすべてを

指揮して当たった。

という部分がある。世界中結核があったわけ

であろう。また次のような記述もある。右一

夫人も早く亡くなったらしい。

筆者（注＝右一の三男）は両親が早逝

（せい）したため、一時別府の家に預けられ、

サエ女史にはなはだかわいがられたので、

晩年の女史についてはよく記憶している。

サエ女史こそ、才色兼備の代表的|｣本婦

人でないかと思っている。典型的な秋田美

人でしかも気品があり、一度決めたことは

厳格に守らせる。しかも厳格の中に常に温

‘情があふれていて、また子供たちにはだれ

にでも平等に愛｣情をそそいだ。

という叙述でそのことがわかる。こういう現

実には祖母にも等しい人を持った博高氏は幸

福であったと考える。そしてこの一族の少年

達に斉しく厳愛を注ぐ族母とでもいうべき名

刀自の存在がこの学者一族の基盤に大きく作

用していることが知られる。新聞掲載の文は

↓恒吉の妻サエは雄勝郡川井村菅礼治の妹

であり、文久二年（一八六二）十二月一|_｜

生まれ、明治十三年六月に十七歳で烏潟家

に入籍している。この縁は、秋田県第一回

県会議員であった日景弁吉が自分の甥（お

い）恒吉の嫁に、同僚の県会議員菅礼治の

妹を所望したため成立したものである。サ

エは元同和工業社長、東京証券取引所理事

長などを歴任した菅礼之助の叔母に当たる。

と経緯を述べているが、その育ちの良さが子

供たちに温情を限りなく注ぎ得る人格形成に

関係があるのであろう。さらに新聞の文は
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いつもきちんとした身なりで、乱れた姿

など一度も見せたことがなかった。言葉に

秋田なまりはなく標準語で話し、歌舞伎や

江戸前鮪（すし）が好きで、いくらか江戸っ

子のような気っぷのよい性質であった。ま

た、宗教は仏様参りを毎月欠かさないが、

日曜にはキリスト教の牧師のところにも行

き、台所には荒神様をまつって手を合わせ

るという調子で、だれからもしたわれた。

一番感心するのは、暇があれば読書をし

ていたことである。七十歳近くなって、あ

る日岩波文庫を読んでいるので、見ると、

アンドレ・ジイドのものであった。「オバ

アチャン面白い？」と聞くと、ジイドには

日本人にない正義感があると言っていた。

これには驚いた。また、達筆であって、私

が学生寮にいるころ、いつも巻紙に筆で書

いた手紙をくれるのには閉口し、「オバア

チャンもっと読みやすいのにしてくれ」と

言ったことがある。

とプロフィールを語っている。『秋田の歴史」

改訂版で「雄勝郡川井村の菅家出の恒吉夫人

サエ」と書いたことから、近年雄勝町出身で、

秋田県に保健関係学生への育英資金の寄附を

したオリジナル設計株式会社の菅惰社長に

｢同族関係？」と訊ねたことがあるが否だった。

博物館で今回の館話に当たって多少の調査

をした。サエ夫人の父菅運吉は文化14年(18

17）生まれで確かに秋ノ宮川井の人で、19歳

で村の長になったという土地の名門であった

が、減税問題に対する取組みや、銘産の木材

の移出について業績があり、藩から士分取立

の申出があったのに固辞し、江戸に出て木材

店を営み大成功を収め、「幕末の紀文｣と調わ

れたという豪商であった。廃藩置県後は振る

わず、Iﾘl治4年（1871）能代港で木材業を営

んだのち、同10年(1877)8月61歳で没した。
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高博士の「オバアチャン」の叫びが現実性を

帯びて理解できる。なお他大学の人事の動き

ゆえ知らなかったのは当然のことであるが、

館話の会場で原津教授から、秋田県立農業短

期大学長に烏潟博高博士を招こうとする動き

があったことが、明らかにされた。驚きもし

「さもありなん」とも思った。博高博士も今

は亡いが、サエ夫人は昭和18年(1943)8月

80歳で逝去されたという。

学者ではないがもう一人の烏潟一族の名士

に言及しておきたい。軽業師烏潟小三吉につ

いてである。花岡で麹屋を営む貞蔵の子とし

て天保13年(1842)に生まれ、本名幸之助で

ある。器用で曲独楽の芸にすぐれ江戸に出て

職業としたが、誘われて大阪に移り軽業師と

なった。ここまでなら例もありそうであるが、

慶応2年(1865)外国人芸人団に加わって渡

欧し、見世物にされたりしたともいう苦労を

味わいながらも、ジャン・トリカタとして名

声を得たというから、ここまで来ると稀有の

人物ということになる。さらに明治6年（18

73）独逸娘のファンネェ（1855年生まれ）と

いう妻と結婚したということになると、やは

り烏潟一族らしい大きさである。同9年帰国

したが文化ショックでもあったのか、Ill家し

て能代の本澄寺に入ったという。現在は萩の

サエ夫人の兄礼治は天保12年(1841)生ま

れで江戸深illの秋田屋にも関与し、近代に入っ

ては四十八銀行頭取を勤め、秋田倶楽部の創

立に当たったが、明治31年（1898）の土崎大

火以後東京に移住した。明治45年（1912）3

月72歳で没している。サエ夫人の「江戸っ子」

的な風情の由来はこの菅家の生活の中にある。

夫人の甥に当たると記されていた礼之助は、

礼治の子として明治16年（1883）生まれの東

京高等商業出身で大実業家の道を歩み、古川

合名の専務・同和鉱業の会長などになったの

みならず、官界でも昭和21年（1946）石炭庁

長官、同31年（1956）日本原子力産業会議会

長などを歴任し､昭和46年(1971)2月没した。

烏潟学者一族を育んだサエ夫人の背後には

実業界・財界の菅家の大きな人脈が存在して

いたわけである。「オバアチャンもっと読み

やすいのに」と訴えたという博高博士は、私

が只一人文通による交際を持ち得た烏潟家の

学者であった。博士は普通の筆跡であったが、

父親の右一博士は明治の人らしい能筆家であっ

た。館話の日に能代市の中田女史が持参され

た書状のコピーが雄弁に物語っている。旧制

中学時代下宿で父親から候文の手紙を受取っ

て以来20年余読み且つ返信を認め続け、全く

手の上がらなかった此の身に重ねてみて、博
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台の日蓮宗本澄寺であるが、昭和24年（1949）

の大火までは寺町通にあったわけである。

彼の人気の故であろう明治15年（1882）～

21年(1888)の間また渡欧した。月俸5000ド

ルであったというからその人気度がわかる。

帰国後は洋館暮らしをしていたというが、愛

妻は同27年(1894)9月に没した。彼の子幸

蔵は後妻のとの間の子供である。小三吉自身

は明治42年（1909）78歳で没した。

町田忠治の時代と謎

秋IlI出身の大政党の総裁。政党政治の体制

の中では当然首相になっていい人物は何故そ

の地位に就かなかったのであろうか。秋田県

民が脚を引張ったからだという話も聞いたこ

とがある。文久3年（1863）久保田町保戸野

八丁新町に町田伝治（伝次ともある）の4男

（3男との年譜もあるが、恐らくは2男が天

折したからであろう）として生まれた。母は

シンである。兄の3男以久治は滝田家に養子

となった。その以久治の子が哲太郎で編集者

と有名な樗陰である。（樗は日本語では「ゴ

ンズイ」で役に立たない木とされる。中国原

産の落葉樹の名であるが、樗陰は有能でlﾘl治

15年=1882=生まれで、秋田中学から第二高

等学校を経て東大に進み、「中央公論」の翻

訳アルバイトをしたことが縁で編集者になり、

徳富蘇峰などの理解を得、「中央公論」の名

編集長と調われるようになり、大正14年=19

25＝に世を去った。）忠治には姉ミネがおり、

石井家の養子となり、小泉勇治と結婚する。

翌々年3歳の時父が死去した。父には長生

という名乗もあった。忠治は幼くして平元謹

斎の四如堂に学び、新しい学制で四郭小学校

に入学した。久保田城の西に位置するという

趣旨であろうが、後の保戸野小学校である。

明治7年(1874)12歳で太平学校附属小学校
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に転校した。現在の秋田大学附属小学校の前

身ということになる。翌年伯母（叔母とする

資料もある）ナヲの養子になる。明治9年

(1876)14歳で父代わりの祖父平治（長恭）

が世を去る。この祖父は藩政時代大坂勘定奉

行として勤務し、大坂商人との金融策に業績

をあげた人物である。彼がこの祖父から受け

たものは大きかったに違いない。

翌10年(1877)太平学校変則中学科に進ん

だ。その1期生で学習などは原書を用いて行

われたという。文明開化主義の明治初年には

各方面で見られた積極的な洋学摂取が、ここ

でも進められていたわけである。

明治11年(1878)変則中学は秋田師範学校

中学師範予備科と改称された。そして18歳の

明治13年（1880）5月に中学師範予備科を卒

業した。9月秋Ill県留学生に選ばれた。これ

は予備科卒業生から選ばれ、彼は特選生になっ

たもので、11^]に上京した。翌14年9月大学

予備門に入学した。後に第一高等学校になる

東京大学入学の関門なのであるが、19歳の彼

の満足や自負が現在にも伝わって来る。とこ

ろが翌15年(1882)3月脚気のため帰郷せざ

るを得なくなる。脚気という病気がこれから

二十数年後のII露戦役でも大きく問題になる

が、その'ﾘ]治38年（1905）に日本に留学した

中国学生の「東京に来ている学友には脚気に

なるものが多い。そのわけは、日本が四面海

で湿気が多く、米にも湿気が多い。沢山食べ

ると脚気になり頗る危険だ」という日記があっ

て、興味がある。地方から東京などの大都会

に出た人々が催'患し易い病気だったわけであ

る。当然県の留学生は免ぜられてしまう。不

運なことであったといわなければならない。

ところが実はこの不運の帰郷が大好運につら

なるのである。

明治15年帰郷したばかりの忠治は、4月か
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ら11月まで「秋田日報」主筆として来秋した

犬養毅の「致遠館」同人になることができた

のである。犬養木堂の大きさと、彼の秋田日

報在任期間の短さからいって、この「天の時」

と「地の利」とは絶好のことであった。ここ

で得た「人の和」が後年彼の活動にどれだけ

の恵みを質したかを後から考えれば、「よく

ぞ脚気になりにけり」ということであろう。

致は送・招・窮・遂などの意があるからここ

での「致遠・ちおん」とは、遠くから招くか、

遠くに送るかというような人の交わりにかか

るのか、遠くを窮めるとか遠くを遂げるとか

という学習内容にかかるのか、寡聞にして正

解を知らないが、この同人の交わりこそ郷里

に帰った町田青年を田舎の若者に引き戻さず

に済んだ最大の功績を持つものだと考える。

もう一つ彼を都会の町田すなわち日本の町

田に引き戻す功績を担う人物来秋の事態が出

来（しゆったい）した。彼が22歳の明治17年

（1884）夏に大学予備門での学友内田康哉が、

郷里熊本に帰るべき夏休みを友情に捧げて秋

田に彼を訪ねて来たのである。内田といえば

後年日本外交界の一極を担い、世に「幣原軟

弱外交』などといわれた親英米の幣原喜重郎

の外交に対し、国際聯盟を脱退するに至るも

う一つの外交を展開した人物である。硬派の

本領ともいうべき行動をここでも発揮して、

鉄道もない秋田への奥羽の道を踏破して来た

のだから、単に訪問して旧交をあたためるだ

けのことではなかった。内田は町田を伴って

帰京したのである。別に言えば町田は再上京

することになったのである。東京では東京大

学文学部政治学科の選科倉生として学び、12月

には再び県留学生となり、秋田の秀才のある

べき本来の座標を確保したのである。「岐竜

は終に池中の物に非ず」である。

翌均年犬養が大隈重信に紹介し、彼の政界

－30－

への太いパイプが通じたといってよい。明治

20年（1887）25歳の町田は前年帝国大学に制

度が変わった法科大学選科を卒業し、法制局

に勤めた。しかし官僚は彼の肌に合わなかっ

たのか、翌年法制局を退職し朝野新聞社に入っ

たのである。そして明治22年（1889）27歳で、

やはり秋田県留学生で女子高等師範学校出身

の渡部孝子と結婚することになる。孝子夫人

は藩校関係の漢学者渡部広成の娘であった。

広成は文政8年（1825）生まれの湯沢出身で、

藩校では根本通明とも関係があった。渡部氏

は最上家の遺臣で、一族には天徳寺に入った

者もあるという。維新後は県の学校教育に関

与し、亀ノ丁西土手町で明治20年(1887)没

した。孝子は明治13年(1880)秋田師範女子

小学師範科を首席で卒業、17歳9カ月で女子

師範教員助手となり、15年に県留学生になり

20歳で女高師に進学し第1期生で卒業した。

根本通I川が東京での後見人であった。一緒に

畑江ツナ20歳4ヵ月も女高師に進学した留学

生であるが、彼女は19年に卒業すると帰郷し

て秋田師範の教員となった。なお町田と孝子

の結婚については根本通明が媒酌人であった。

家計は翌年長男義夫が誕生したが苦しく賢妻

が懸命に対処した。

lﾘl治24年（1891）犬養毅・尾l崎行雄らと

「民報」なる新聞を創刊したが、それは勤め

ていた朝野新聞が経営不能になったからであ

る。根本通明から貰った「幾堂」（明治22年

易経から撰した）の号で論陣を張る。木堂・

号堂とならぶ存在であったが、また財政が行

詰まり大隈の経営にかかる郵便報知新聞に快

を連ねて移籍した。翌25年7月実母シンが他

界した。編集の責任者であった彼は、外遊を

志したが事が進捗しないので「外遊に|際し読

者に告別する」という論を掲げる非常手段で、

同26年（1893）5月31歳で外遊に出発、横浜



から米国に向かった。米国は見聞が主で目的

は英国であった。

彼の洋行中夫人は長男と甥を連れて大隈邸

の空いている長屋に越して厄介になったとい

うが、清貧そのものであったという。ただ孝

子夫人が大隈綾子夫人から受けた感化はどれ

だけ後年政治家夫人としての為になったかわ

からないと考えられている。「田舎もののこ

とでもあり、家計も豊というのでもありませ

んので、私は紺がすりの着物を一着に及んで

引越したのです」（「町田忠治翁伝」所引の

「朝吹英二伝」）という大隈邸内1年間の生

活は、英国で政治経済の学を学んでいた彼が、

日清戦争の勃発などもあって、27年（1894）

米国経由で5月に帰国したことで終わった。

それにしても、大隈邸の女中たちにまで一張

羅の紺がすりを笑われたというのに、超然と

して生活できたのは、夫人の内面充実に対す

る自信があったからに違いない。新しい一家

の住居は牛込新小川町であった。

明治28年（1895）4月次男義直が生まれた

が、11月に死去した。しかしこの11月半ばに

「東洋経済新報社」を創立した。33歳の社長

である。経費は4000円程を要したが、日本銀

行関係者の篤志家が5000円を提供したものだ

という。次男を出産した夫人は産裾熱にかか

り九死に一生を得たものの、第2号の編集中

に次男は脳膜炎に権って生命を失ったのであ

る。死児の棺側で社説を書いたという町田は

同30年（1897）1月日本銀行に入った。前月

東洋経済新報は天野為之に譲っていた。大方

向転換である。35歳であった。10月には中国

（台湾・直門・香港）に出張した。翌年1月

日本銀行大阪支店勤務となり、5月に大阪経

済会を創立常務委員となった。彼の大阪赴任

は、当時の総裁岩崎弥之助男爵から、大阪で

日銀の威力発揮を平民的にするようにとの内
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訓を受けてのことであるという。経済会を作っ

たのもその目的達成のためであろう。

ところが岩崎総裁から山本達雄総裁に変わっ

た際に明治31年（1898）10月日銀騒動が起こ

り、32年3月彼も日銀を辞職した。帰京しよ

うとしている時大阪の富豪山口家から同家の

山口銀行に助力して欲しいとの懇請を受けた。

「山口家の当主はまだ幼少であるが、そこに

いる君等のような古い番頭や、親戚の人々が

全く他人の町田を迎えてどうする気か、もし

また主人の家に万一のことがあった場合はど

うする」「一切お委せする」というようなこ

とで、山口銀行総理事を引受けたのである。

実は大阪財界に迎えられたのは祖父長恭の大

坂勤務が因縁であったという。秋田人として

は極めて興味深いことなので『町田忠治翁伝』

から引用してみる。

その間を斡旋仲介したのは、日本銀行支

店の関係から片岡直輝氏及び平瀬市五郎氏

であったようである。特に平瀬市五郎氏は

翁の日本銀行時代同じく大阪支店におり、

主任級の地位にあった人で家柄も相当に古

く、もと「ちぐさや」という両替屋で、い

わゆる館入りの一人であり、大名の財政金

繰りの調達を引受けていた家柄である。翁

の祖父長恭氏が再三の大阪在番にあたり、

苦しい秋田藩の資金調達をした時分から平

瀬家とは特に呪懇にし、深い関係があった。

長恭氏の孫である翁と、その平瀬家の後嗣

たる市五郎氏とが偶然日本銀行で同僚とし

てめぐりあい、父祖の関係からも特に懇意

になったのであろう。平瀬氏が日本銀行京

都支店長時代のこと、大阪夏の陣に戦残し

た秋田藩の忠臣渋井内陣の墓が京都下寺町

の本覚寺にあることを発見し、翁に話し、

翁は同氏の世話で、遺骨を秋田に送って改

葬し、その跡に紀念の碑を建てたことなど
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もあった。山口家からの直接の懇望を承諾

するに到るまでには、平瀬氏の斡旋大いに

力あったことと思われる。翁が山口銀行を

株式組織に改めた時、監査役に平瀬氏を推

薦したなどその交誼は始終変わらなかった。

翁が山口家に入り大阪経済界に雄飛するに

至った因縁は、かくの如く、遠く祖父長恭

氏の縁故に結ばれているのである。誠に奇

しき運命といわねばならぬ。

というものであった。仮名遣いや固有名詞以

外の本漢字は改めたが、「渋井内陣」につい

ては改めなかった。固有人名だからだけでは

ない。いうまでもなく「渋江内膳」のことで

ある。多分『町田忠治翁伝」の著者松村謙三

は秋田弁の発音を耳で聞き取る際に「江」を

「井」に「膳」を「陣」に計上間したものであ

ろう。興味あるところなので一応そのまま紹

介したのである。それにしても幼にして父を

失い祖父の膝下で人と為った彼が、その祖父

の遺徳遺産ともいうべきものの中で本領発揮

することは歴史の偶然ではなく必然なのかも

しれない。

これから約10年間山口銀行の業に専念する

が、半年間じっくりと銀行業を研究し、両替

屋の延長上に丁稚小僧からの前垂れ姿の十三、

四名の行員が畳の上で仕事をしていたのを改

め、学校出の新しい行員も入れ、預金によっ

て貸付をし、日銀からの借金運用を避ける方

針を確立し、人材も入れた。後に大阪市助役

になる菅沼達吉、秋田出身の佐々木駒之助な

どの将来性ある入行者を育てたのである。堅

実な経営で山口銀行は基盤を固めたが、先々

代山口吉郎兵衛が幕末に始めた両替商を、先

代の吉郎兵衛が第百四十八国立銀行を買収し

資本金100万円の山口銀行としたのに、17歳

の子息を残して死去した。体も弱いというこ

とで中学も1年で中退していた子息を積極的
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に導いて上京慶応大学に合格させ卒業させる

と、これを財界の有力者たちに広く紹介し、

その三代目山口吉郎兵衛を伴い明治42年（19

09）5月外遊の途に就いた。4月27日付で農

商務省から欧米各国に於ける商工業に関する

調査の委嘱も受けていた。満州からシベリア

鉄道でロシアを通り、ベルリンからロンドン

に至り、さらにフランス・スイス・イタリー・

ドイツなどを主人に見学させた。自分はウィー

ンにも赴いた。ロンドンからアメリカ経由で

10月帰朝した。主として滞在したのはロンド

ンであった。

これは山口家を去る準備でもあった。趣味

豊かで広い視野を持つ三代目を育成し、銀行

^Ill口家家政についても担当の後任者を育て

て、明治43年(1910)総理事を坂野兼通に譲っ

て山口銀行を退き帰京し11月牛込南榎町に新

居を構え、年来の目的であった政界入りを目

指すことになった。同45年（1912）5月15日

第111"!総選挙に秋田県から出馬する。選挙地

盤は引退する立憲国民党荒谷桂吉の大館・能

代を中心とする県北で、榊田清兵衛・斎藤宇

一郎・添田飛雄太郎・田中隆三などの郡部選

挙区選出の先輩を凌ぎ最高点当選を果たした。

市部秋Illの選挙区は盟友井上広居の地盤であっ

た。しかし彼の実力は未だ評価されていなかっ

たが、7月30日明治天皇の崩御があり、第2

次西|剰寺内閣は上原勇作陸軍大臣の反乱で12

月に崩壊、後継の第3次桂内閣もたった53日

間の短命で大正2年（1913）2月に総辞職し、

次の'11本内閣も翌年2月に総辞職したため、

清浦内閣が生まれようとしたが海軍の協力が

なく流産し、4月16日に第2次大隈内閣が成

立した。政党の協力が得られず12月下旬議会

を解散。彼は大正4年（1915）3月25日の選

挙で再度最高点当選をした。

大隈首相は英国流の政務官として、各省に



勅任参政官を制度化した。町田代議士は首相

の推挙もあって農商務省の参政官に任ぜられ

た。やがて来る大政治家町田忠治になる第一

歩を踏み出すことになった。結局は地位を得

てその実力が発揮され評価されることになる。

54歳の大正5年（1916）勲三等旭日中綬章と

金1100円を受けた。すでに明治39年勲四等に

叙されていたので陸叙されたことになる。｜司

6年4月3度当選したし、同9年（1920）58

歳秋田銀行の取締になったりしたが、原内閣

のもとに行われた選挙では落選した。小選挙

区制で行われ、北秋・鹿角ではなく、山本の

方から立候補したことも一因であるという。

この年には養母ナヲも死去した。この代議士

空白時代には報知新聞社長の仕事に没頭した。

同11年には新社屋を竣功させた。｜司12年には

関東大震災も体験したが、大正13年（1924）

5月10日衆議院議員に返り咲いた。翌年には

憲政会筆頭総務に就任する。

大正15年（1926）1月第51回議会の期間中

に時の加藤高明首相急死し、翌日代わって憲

政会総裁になった若槻礼次郎に組閣大命が降

下し、30日完了した。しかし政権は必ずしも

安定的ではなく、6月3日内閣の一部改造が

あり、彼は農林大臣に就任した。64歳であっ

た。勲二等瑞宝章を7月22日に受けたが、12

月25日には大正天皇崩御となり、昭和となっ

た。同2年（1927）4月20日農相を免ぜられ

た。若槻内閣が辞し田中義一内閣が成立した

からである。3年の普通選挙でも5回目の当

選をした。翌4年（1929）7月に農林大臣に

再び就任し、従三位に叙された。政友会の田

中義一内閣が総辞職し、7月2日民政党浜口

内閣が成立したからである。しかしこの政策

鮮明の内閣も、昭和5年（1930）11月14日浜

口首相が東京駅で銃撃され重態となったこと

から御難続きで、幣原外相を首相臨時代理と
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館長館話実施報告抄

し乗り切ろうとした政局も、反対党政友会の

猛攻で6年（1931）3月10日第59回議会に故

障を押して出席登壇した浜口首相も、その責

任感の故に4月病状悪化13日に総辞職に追込

まれる。第2次若槻内閣となり町田農相は留

任となった。

8月1日正三位になり9月8日勲一等を授

けられた。ところが12月11日若槻内閣が崩壊

し13日に犬養毅政友会内閣が成立し、野に下っ

た彼は筆頭総務として党の為に努力した。昭

和7年（1932）1月21日第60回議会で犬養内

閣は解散し、2月20日の総選挙となった。そ

の最中に井上準之助選挙委員長が凶弾に死し、

彼がその後任となった。三井の団琢磨も1カ

月もたたない3月5日に射殺されるという殺

伐たる世情であった。この3月の朔日こそあ

の満州国成立のことがあった日である。東亜

における日本の大発展などと夢見心地の日本

人は、政党政争や軍事拡張の前途に不安が漂

うことを確とは見届けていなかったかもしれ

ない。

民政党も大差で政友会に敗れ、民政党の重

鎮幣原は病み、江木翼は癌で吐血し瀕死の病

床にあった。松村が「委員長を勤めた町田翁

の党内に於ける地歩は、漸く固められ、貫録

（緑）もつき、宛然副総裁の実質を帯び」と

記述する状況になる。時にその江木書翰に

「拝啓、此頃は日々繁務、御鞍掌のよし、唯

只敬謝の外無是候。昨日は大満州国なるもの

生まれたるよし、何とか長く寿かしたきもの

に有之候。但し秦の始皇は万生（世）を希ふ

て僅か二世に終はる、何とか斯の如くなかれ

かし、唯千祈万祷する耳に有之候」と町田宛

に記しているのを読むと、当時の良識派の心

中の不安にして楽しまざる様子が見えて来る。

このような状況下唯1人の子息で大阪の東洋

リノリユウム会社取締役になっていた義夫が、
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父の代わりに秋田県の選挙区に赴き、東京を

経て帰阪した2月下旬に重病にかかった。当

然看病に西下すべき父たる彼は、3月1日の

代議士総会があって、それを終えて夜行列車

に乗り深夜名古屋で嗣子死去の電報を寝台車

で受取ることになった。公私苦渋の此の時70

歳であった。5月五・一五事件が起きるのは

2カ月半後のことである。脚気帰郷の折から

の8歳上の先達犬養木堂を失ったのである。

後継内閣は西園寺元老が1週間もかかって

調整して奏上の斎藤実海軍大将首班であった。

政党政治は絶たれたのである。「超然内閣」

と呼ばれたが、当初、首相兼務だった外相に

は内田康哉が就任する。満州国は承認され、

翌8年（1933）3月国際聯盟を脱退し、大正

以来の軍縮条約を破棄し、良識の老蔵相高橋

是清さえ陸海軍予算に6,000万円を投げ出し

て、軍閥がらみの騒動を抑えるような政局推

移であった。この中で9年(1934)1月24日

第65回議会の施政方針演説に対する民政党を

代表した町田演説は、政友会代表の床次竹二

郎演説とならぶ名質問演説として高い評価を

受け、彼の政界における地位も高まった。

7月3日斎藤内閣総辞職、8日岡田内閣が

成立し町田商工相と床次逓信相が入閣したが、

若槻総裁は重臣となったこともあり総裁を辞

し、後任町田総裁の就任に三顧の請をした。

彼は自分にはその「天分」がなく、少年期か

ら好きな『三国志』の呉の名臣魯粛のように

ありたいと固辞した。民政党は総務会会長の

職を設けて就任を求め、彼も拒絶し難く11月

9日これを受けた。72歳であった。しかし明

けて昭和10年（1935）1月20日上野精養軒で

の3,000名による党大会で総裁に推載する式

典では、もう天分論は通用しなかった。民政

党では歴代官僚出身総裁だったので在官1年

の経歴しかない彼は異例であった。報知新聞
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社説が「常道復帰の施政に第一歩を印する人、

それあるいはこの人かと予感さえ持つ」と力

説しただけでなく、朝日新聞も「冷静なる自

省者の風格を備うるものとして、党内でも好

感を持たれ、然らば協力援助しようという勢

を醸成した」と分析する論を載せた。馬場恒

吾は『中央公論」で近頃の政治家が「ヒトラー

やムソリニーの亜流たらんとする」唾棄すべ

き悪趣味流行の中で、「町田民政党総裁はこ

の風潮に対するアンチトート（解毒剤）」た

る存在価値をもっていると評した。まさに至

言であろう。

2月20日の総選挙は政友会175に対し民政

党205当選で第一党になった。25日臨時閣議

の後に、岡田首相以下の午餐会で高橋蔵相が

突然立ち、町田と内田信也鉄道相を名指しし

て乾杯し「御両君は本当に御苦労であった」

と祝った。それから20時間もたたず二・二六

事件が起こり老蔵相は命を失う。商工相は蔵

相を兼ねたから「すわ町田内閣」と色めき立っ

た人もいたかも知れない。だが町田イズムの

生かされる時代ではなかった。もう戦時の体

制に突き進む時代だ。誰も足も脚も引っぱら

なくても彼が総理になどなる筈はなかった。

終戦待望の小磯内閣で昭和19年（1944）7

月22日国務大臣になるまで政界の第一線に出

る折はなかった。それだけに終戦後の第88臨

時議会に「承詔必謹決議案」の説明演説に登

壇した83歳の老議員は、使命感に燃えて声涙

共にくだったし、11月16日復活の政党政治で

日本進歩党総裁の座に就いたのであろう。だ

が民主日本になっても、政官財界の追放の嵐

は避けられず、そしてそれが吹き止む迄は年

齢が待てなかった。秋田の人々が押し上げる

機会はなく昭和21年(1946)11月12日午後4

時38分、巨星は墜ちたのである。84歳の充実

した生涯であった。


